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概要 

体育の実技科目においては，技能習得過程を残したり授業を省察したりすることを目的

として学習者自身による記録が行われる場合がある．一般にこれらの記録は紙によって行

われているが，本研究では学生が所有するモバイルデバイスと大学の e-Learning システム

を用いて電子的に記録していくことを試みた． 

既存の e-Learning システムを用いることで授業には円滑に導入ができた．モバイルデバ

イスを用いることで，写真やビデオなどを残すことが可能となり，従来の文字による主観

的な記録に加え，客観的な情報を記録することが可能となった．  

 

1  はじめに 

体育の実技授業において，学習者自身による技

能習得過程の記録やそれに基づく省察は教育的に

重要な活動と成り得る[1]．これまでに筆者らは大

学体育の実技科目において，専用の記録紙を作成

し受講生に学習過程を記録させるなどを行ってき

た（図 1）．ただし，この方法では記述者による主

観的な情報は残せるものの，学習者自身のフォー

ムや動きといった客観的な情報を残しづらいとい

う課題があった． 

 

図 1 科目「卓球」における実技ノートの例 

鹿屋体育大学では，実技授業における ICT活用

を念頭に BYOD によるタブレット(iPad)の携帯を

2015年入学生から義務付けている[2,3]．また，学

内のグラウンドや体育館などの無線 LAN 環境整

備を行っており[4]，授業での ICT活用が行いやす

い環境にある． 

そこで本研究では，従来紙媒体によって記録し

てきた「実技ノート」を e-Learning システムを使

って電子化し，学生個人が所有するデバイスから

利用することを試みた． 

2  「実技ノート」の実装 

鹿屋体育大学では全学向けの e-Learningシステ

ムとして WebClass（日本データパシフィック社）

を使用している．WebClassには「学習カルテ」と

呼ばれる機能があり，学習者個人ごとに情報を記

録することと，その記録内容を教員と共有するこ

とが可能となっている．学習カルテの記録内容は

担当教員以外の他の学生からは閲覧できない．こ

のため，学習カルテではミニッツペーパーなどと

呼ばれる授業中に学生に短時間で記述させ教員と

のコミュニケーションに利用するといった使い方

が可能である．さらにWebClassの学習カルテでは，

データのフォーマットとしてテキストやドロップ



ダウン選択肢などに加え，ファイルアップロード

によるデータ保存も可能である．そこで，今回は

この学習カルテ機能を用い，Web を通じてアクセ

ス可能な実技ノートを実現し，試行することとし

た． 

図 2に今回「実技ノート」として利用するため

に作成した学習カルテの例を示す．今回の試行で

は，基本的に授業週ごとに記録のための入力欄を

設け，文字やチーム分け情報，静止画や動画とい

った情報を記録できるように学習カルテを構成し

た． 

図 2 タブレットでアクセスした学習カルテ画面 

 

本試行では，授業中の e-Learningシステムへの

アクセスを学生自身が所有する情報機器によって

行うよう指示した．鹿屋体育大学では BYOD施策

を実施していることに加え，実技授業は屋外競技

場や体育館で行われており教員が必要となる情報

機器を準備するのが特に困難であることが理由で

ある．使用する情報機器には BYODとして指定さ

れたタブレットだけでなく個人所有のスマートフ

ォンも利用しても構わないこととした．スマート

フォンもタブレットと同様にカメラを内蔵してお

り，e-Learningシステムへのアクセスも可能である

ことから，特に問題ないと判断した． 

3 実技授業における試行 

2017年前期に開講された複数の科目（表 1）に

おいて，e-Learningシステムによる実技ノートの記

録を試行した．なお，今回の試行では，e-Learning

システムを実技ノート専用に使うのではなく，他

の教室での授業と同様に授業テキストやルール・

審判法，関連映像といった授業用のコンテンツ配

信や，レポート課題の収集などにも使用した． 

 

表 1 試行科目の詳細 

科目名 科目種別 学年 受講数 

卓球 関連実技科目 

（基礎的な実技力

を身につける） 

3 32 

テニス 2 38 

バレーボール 3 44 

テニス 
専修科目 

（指導力を学ぶ） 
1～4 64 

 

実技ノートの利用は次の手順で行われた．①教

員は授業前に学習カルテを作成・編集し，実技ノ

ートとして準備しておく．②授業中は学習内容に

応じ教員が動画や静止画の撮影を指示する．③授

業終了前には学習内容や試合結果，省察などの実

技ノートへの記録や，撮影したビデオのアップロ

ードを学生に指示する． 

4 試行結果 

e-Learning システムを使った実技ノートを受講

生は自然に受け入れ取り組んでいた．操作に関す

る質問もなく，実技ノートは極めて円滑に授業に

導入できたと考えられる．その最大の理由として

は，学生が普段から使用している e-Learning シス

テムを使用したことで，アクセス方法やシステム

操作に関する指導が全く不要であったことが挙げ

られる． 

実技ノートの利用状況や利用した感想などを

調べるため，全ての受講生を対象にした調査を行

った．調査は e-Learning システムのアンケート機

能（記名式）を使用し，授業最終回の終了時に授

業担当教員が回答を依頼する方式で実施した．回

答総数は 132で回収率は 74.2%であった． 

実技ノートの記録や閲覧に使用した機器につ

い尋ねたところ，タブレットとスマートフォンか

らの利用がほとんどで，PCからの利用は少なかっ

た（図 3, 4）． 

科目別に集計したところバレーボール以外の 3

科目ではスマートフォンの利用頻度がタブレット



の利用を上回っていた．スマートフォンは，普段

から持ち運びするデバイスであり，授業へも持ち

込みやすかったものと考えられる．バレーボール

でのみタブレットの利用頻度がスマートフォンを

上回った．その理由としては，バレーボールでは

講義テキストを e-Learning システムで配信し，授

業中にそれを閲覧させるなどの活動を実施してい

た．このことが大画面のタブレットを受講生が選

択した理由の一つであると考えられる． 

図 3 記録に使用した機器 

図 4 閲覧に使用した機器 

 

実技ノートにおける映像の撮影と記録，また文

字による記録を行ってどのように感じたかを尋ね

た(図 5,6)．映像と文字のどちらも肯定的な回答が

多かったが，文字に比較すると映像の方がより好

意的に捉えられたと考えられる．特に映像では「楽

しい」という項目で評価が高かった．この結果は，

授業での映像活用が積極的に行われていたことの

証左と考えられる． 

実技ノートについて，紙の用紙に記録する方式

と電子的に記録する方式のどちらが適しているか

と質問したところ，「電子記録」が 89%，「用紙」

が 6%, 「わからない」が 5%となり，圧倒的に電

子記録が支持された．自由記述で「電子記録」を

選択した理由を尋ねたところ，「手軽」「簡単」「持

ち運びが容易」「筆記用具が必要ない」「手書きよ

りタイピングのほうが早い」「映像が残せる」「汗

をかいていても記録しやすい」などの回答があっ

た．「用紙」を選択した理由には，「機器の準備や

アクセスが面倒」「紙のほうが保存・閲覧に便利」

「授業に関係ないことをしてしまう」などがあっ

た． 

今回試行した実技ノートについて，5 段階で総

合的に評価してもらったところ，「とてもよい取り

組み」が 37%, 「よい取り組み」が 52%, 「どちら

ともいえない」が 8%,「よい取り組みでない」が

0%,「やらないほうがよい」が 2%となった． 

5 段階評価の理由を自由記述で尋ねたところ，

「授業の振り返りができる」「課題が明確になった」

などと実技授業の記録化そのものを評価した回答

や，「自分のフォーム（動き）を確認できた」「プ

レーについて考えることができた」など競技力の

向上に言及したもの，「必携タブレットを効果的に

活用できた」「先端的な取り組みと感じた」「楽し

く取り組めた」など ICTの活用を評価する回答な

どがあった．一方で「競技場Wi-Fiの電波が弱い」

など環境の不備の指摘や「記入する時間が少なか

った」など授業運営に関する回答もあった． 

図 5 映像の撮影と記録について 

図 6 文字による記録について 

 

授業を担当した教員に本試行に関するインタ

ビューを行った．その結果，「用紙の配布，回収の

手間がなくなった」「準備が簡単だった」「写真や

動画を簡単に使える」などの電子化によるメリッ

トを指摘するコメントや，「動画は運動学習に効果

的」「授業の流れが切れないように動画撮影の時間

を設定する必要がある」「動画記録には適切な課題

設定が必要」「記録された動画を事後学習にどう用

いるかの工夫が必要」など新しい学習/教育手法に

言及するコメントが得られた．今後も継続的にこ

のような取り組みを続けるとともに，得られた知

見を共有し，実技ノートや必携化タブレットの活

用を一層推進したいと考えている． 

 



5 おわりに 

普段から利用する e-Learningシステムと BYOD

による機器を用いることで，大学実技授業におけ

る電子的な実技ノートを円滑に授業に導入するこ

とができた．必携化タブレットだけでなくスマー

トフォンの利用も許可したところ，スマートフォ

ンは多く使われていた．学生の反応は良く，この

試行を肯定的に捉えているものがほとんどであっ

た．教員も準備の手間の軽減や，動画による学習

効果などを評価していた． 

体育実技科目における ICT活用という比較的実

績の少ない取り組みでもあり，活用手法や活動自

体の評価手法も含め，今後も継続的に取り組みな

がら，課題や効果等を明らかにしていく必要があ

る． 
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